














昨年、FnnnP 栃木 Jr. では 6 月 16 日（火）と

















































2015 年 6 月 16 日と 6 月 25 日に学生ボラン
FnnnP 栃木 Jr. 活動報告　証言集読み合せ会
三 上 果南子 ・ 佐 藤 春 菜FnnnP 栃木 Jr. メンバー
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ティア団体 FnnnP 栃木 Jr. が開催しました「原
発事故避難者証言集読み合わせ会」に出席した
学生の原発事故や避難に対する感想、考察です。
今回、証言集の読み合わせ会に参加して、改
めて福島原発の問題は忘れ去ってはいけないも
のだと実感しました。私自身福島県出身である
ということもあり、この証言集を聞いていくう
ちに“あの頃”のことを思い出し、今まで自分
の中で時間と共にうすれていたことに怖さのよ
うなものを感じました。
この原発事故は、福島県民の中では過去の話
ではなく、まだ続いていることであり、日本に
とっても忘れてはいけない事故である。それに
も拘らず、他見などではさほどニュースにもさ
れず、同じ日本国の中で起こり、皆が考えなけ
ればいけないことであるのに、どこか他人事で
ある現状にこれからの日本に対する不安を抱き
ました。これからの日本社会において、個人が
もっと積極的に関っていって欲しいと思いまし
た。
少し自分の中でも「昔のこと」として片付け
ていたこの原発事故に、改めて向かい合う機会
を得られて本当に良かったと思いました。今後
は自らこのことを社会に訴えかけられたら、自
分も日本社会を少しでも変える一歩になるので
はないかと考えました。
国際学部 2 年　渡邊菜緒
福島県出身として、震災のことを忘れること
は決してない、ということは断言できると思い
ます。しかし、今回の読み合せ会を通して、放
射能や風評被害など、他の人の話を聞いたり、
自分自身の考えを話したりということを通し
て、やはり少しずつ忘れてしまっている部分や
想いがあったことに気が付かされました。私自
身、被災者とは言えない立場なので、少し想い
が足りなかったなと思うことがありました。し
かし、福島にいて、当時高校生で自分自身が無
知だったことも含めて、「知らないこと」の罪
というのは言い過ぎですが、無知であったこと
も責任があると思う気持ちは変わりませんでし
た。安全だと言った人にももちろん責任はある
と思いますが、無知だったことを棚に上げてグ
チばっかり言うのはちがうと思います。これか
らのことを考えていかなきゃいけないと思いま
す。風評被害に苦しみながらそれでも頑張る農
家さんたちの姿を福島のＴＶニュースで見てい
たことは、この気持ちに大きく関係していると
思います。
国際学部 2 年　鈴木未来
「避難証言集読み合せ会」に参加して一番強
く感じたのは、自分が普段の生活で意識してい
ないだけで、今も原発災害、震災による被害は
続いているということです。同郷の福島県民で
ある人々が、証言集にあるような辛い現実に直
面していることを改めて感じ、自分の意識を反
省しました。参加してよかったです。
国際学部 3 年　渡邉　翔
今回は福島県の被災者の話の読み合せであっ
たが、出身地が福島県の参加者が多く、相互に
話し合う機会があった。
出身市町村がばらばらであったため、さま
ざまな地域の視点から意見を聞くことができ
た。自身の被災だけでなく、それぞれの状況を
知り、被災の仕方も一つではないことを知った。
私は福島県出身だが、私の地域は避難者を受
け入れる側の出身であった。今回の会でいくつ
もの地域からの人がいて、また違った見方があ
り、とても有意義であった。
大学生活で真剣に話し合ったことがなかった
ので、定期的にこのような会があれば積極的に
参加したいと思った。
国際学部 2 年　酒井良和
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今まで、東日本大震災や原発災害については
あまり知識がなく何もしてこなかったため、何
が自分に出来るかも分からない状況だった。し
かし、「避難証言集読み合わせ会」に出席し、
原発災害がどのように発生したかや、言葉など
学べてよかった。更に、このように被災者の気
持ちを知る機会が今までなかったため、とても
貴重な経験になったと感じている。私がこの学
習会に参加して最も強く思ったのは、まず「知
ること」が大切だということだ。自分達が生き
ていく社会、自分達がこれから創っていく社会
のことだから、社会についてもっと考えなけれ
ばならないし、自分達の傍らにいる犠牲者のこ
とをもっと知る姿勢が必要だと考えた。
国際学部 2 年　岡本美穂
